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みんなであげよう !  こいのぼり
こどもの日イベントとして、4月15日に「 美里の湯 かじか荘 」でこいのぼりづく

りイベントが開催されました。
こいのぼりには、健やかな成長などを願う意味があります。

子どもたちの
健やかな成長を願って
子どもたちの

健やかな成長を願って
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後期高齢者医療制度の保険料
軽減判定基準が変更されます

保険料は、被保険者が等しく負担する均等割額（50,317円）と被保険者の所得に応じて決まる所得割額
（9.33％）の合計額です。世帯の所得が低い方に対しては均等割額が軽減される措置があります。計算式は
下記のとおりです。

令和５年度の保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

軽減割合 令和４年度【参考】 令和５年度

５割軽減
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋28.5万円×（被保険者数）以下

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋29万円×（被保険者数）以下

２割軽減
43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋52万円×（被保険者数）以下

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋53.5万円×（被保険者数）以下

問　税務課　
　　℡ ４８９‐５９０５
　　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　℡ ４２８‐６６８８

国民健康保険税率の改定について

令和５年度紀美野町国民健康保険税率が下表のとおり決定しました。
令和５年度国民健康保険税の決定通知書は、７月中旬に送付します。

年度 賦課割合 所得割率 資産割率 均等割額 世帯割額 賦課限度額

令和５年度

医 療 分 8.0% 15.0% 25,500円 21,300円 65万円

後期支援金分 2.6% 3.0% 8,000円 6,200円 22万円

介 護 分 2.3% 3.0% 8,400円 5,500円 17万円

令和４年度 
【参考】

医 療 分 8.0% 20.0% 25,000円 20,800円 65万円

後期支援金分 2.6% 4.0% 7,500円 5,700円 20万円

介 護 分 2.3% 4.0% 7,900円 5,500円 17万円

低所得世帯の妊婦を対象とした
初回産科受診料の費用助成について

住民税非課税世帯や生活保護世帯などの低所得世帯の妊婦を対象として、１回の受診につき１万円を上限
として初回の産科受診料の一部を助成します。

令和５年４月１日以降、妊娠判定検査のために医療機関を受診した際の助成となります。
詳しくは保健福祉課にお問い合わせください。

問　税務課　
　　℡ ４８９‐５９０５

問　保健福祉課　
　　℡ ４８９‐９９６０
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税務課よりおしらせ

■自動車税（種別割）の納期限は5月31日（水）です
お近くのコンビニ、金融機関などで納期内に納付してください。
納税通知書に印字されているｅＬ‒ＱＲを利用して、クレジットカードやスマートフォン決済アプリで

も納付することができます。ぜひご利用ください。

■自動車税（環境性能割・種別割）の減免の手続きについて
身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が使用する自動車

は、名義や障害の程度など、一定の要件を満たす場合は申請により、自動車税（環境性能割・種別割）の
減免が受けられます。　
【問合せ先】　和歌山県税事務所 自動車税・間税課 ℡ 441‐3409

■軽自動車税（種別割）の減免の手続きについて
身体障害者手帳などをお持ちの方が使用する車両

や福祉施設などが送迎用に使用する車両は、一定の
要件を満たす場合、申請をすることにより令和５
年度軽自動車税(種別割)の減免を受けることができ
ます。手続きがまだお済でない方は５月24日（水）
（土・日及び祝日を除く）までに必ず手続きをして
ください。

問　税務課　
　　℡ ４８９‐５９０５
　　美里支所住民室
　　℡ ４９５‐３４６３

紀美野町自伐型林業体験研修の
開催について

町では、林業従事者を育成するために令和５年度で４回(４種類)の研修会を予定しています。第１回目とし
て下記のとおり研修会を開催しますので、受講を希望される方は、令和５年５月17日（水）までに、産業課
に申し込みください。申し込みは、産業課で配布する専用用紙を提出して頂くか、上記の二次元コードより
お申し込みください。

また、令和５年２月に実施したチェーンソー研修を受講された方は②の伐倒・造材研修よりご参加いただ
けますので、お申し込みいただく際にその旨をご記入ください。その場合の参加費5,000円は必要ありません。

■第１回目研修内容　①チェーンソー研修（２日間）
■研修日程　５月23日（火）及び24日（水）
■応募人数　15人
■受講料　　5,000円（研修①及び②の資材費等）
■当該研修の①と②を受講して頂くことによりチェーンソー取扱技術特別

教習終了証が発行されます
■体験研修の２回目以降は次の内容を予定しています。
　②伐倒・造材研修　６月13日（火）及び14日（水）
　③造材・搬出研修　６月27日（火）及び28日（水）
　④作業道研修　　　７月11日（火）及び12日（水）

問　産業課　
　　℡ ４８９‐５９０１
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令和４年度
『きのくに読書活動優秀実践校表彰』受賞

下神野小学校では、文化委員会が学校図書について活動を行い、本棚の整理や新しい本の紹介の他に、各
教室での読み聞かせを年に２回行っています。

国語の授業では６年生が「ビブリオバトル」に、５年生は「この本おすすめします」でリーフレットづく
りに取り組みました。また、どの学年でも学習において図書室や文化センター等の書籍を活用する機会を積
極的に設け、図書を利用する能力を育てています。

その他、親子で同じ本を読み、お互いに感想を書く「親子読書」の取り組みも年に１回行っています。親
子で読み合うことでふれあう機会や共通の話題を持つ良い機会が増え、年々読書冊数も増えてきているそう
です。このような活動が評価され、今回の受賞となりました。

この度の受賞、心よりお喜び申し上げます

問　教育課
　　℡ ４８９‐５９１０

新規採用職員のご紹介

総務課　主事　　　　　　　　伊南　智浩
税務課　主事　　　　　　　　林口　尭司
保健福祉課　主事　　　　　　山田　晃生
保健福祉課　主事（保健師）　谷本　由花
保健福祉課　主事（保健師）　藤田　あみ
こうのこども園　主事　　　　丸尾　朱音
きみのこども園　主事補　　　鷲岡　愛加
きみのこども園　主事補　　　竹内　里莉
産業課　主事補　　　　　　　松本　稜也
建設課　主事補　　　　　　　中西　郁斗
消防士　　　　　　　　　　　古川　晃平
消防士　　　　　　　　　　　永長　大空

左から　後列　藤田　竹内　鷲岡　丸尾　永長　古川　谷本
　　　　前列　林口　山田　中西　松本　伊南
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■
今
さ
ら
禁
煙
し
て
も
…
と
い
う
諦
め
は
禁

物
で
す
！

禁
煙
に
「
今
さ
ら
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
禁

煙
に
踏
み
切
る
の
は
早
い
に
越
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
禁
煙
し
た
と
き
か
ら
、
病
気
に
な

る
リ
ス
ク
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
く
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
禁
煙
を
思
い
立
っ
た

時
が
辞
め
時
で
す
。
禁
煙
生
活
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
禁
煙
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
喫
煙
し
た
く
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
る

・
禁
煙
す
る
意
志
を
し
っ
か
り
持
つ

・
禁
煙
を
周
り
の
人
に
宣
言
す
る

・
喫
煙
用
品
を
す
べ
て
捨
て
る

・
禁
煙
に
失
敗
し
て
も
何
度
で
も
挑
戦
す
る

・
禁
煙
補
助
薬
を
利
用
す
る

・
お
酒
の
席
を
避
け
る

・
禁
煙
外
来
を
受
診
す
る　
　
　
　
な
ど

自
分
に
あ
っ
た
禁
煙
方
法
を
見
つ
け
て
実

行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時

℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

　
（
紀
美
野
町
役
場　
代
表
）

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

ニ
コ
チ
ン
に
は
中
毒
性
が
あ
り
、
依
存
症

に
な
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
意
志
だ
け
で
禁

煙
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗

し
て
も
何
度
で
も
禁
煙
に
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
。
平
成
18
年
か
ら
禁
煙
の
治
療
に
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
適

用
条
件
あ
り
）
。
ま
た
、
日
本
禁
煙
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
禁
煙
外
来
が
あ
る
病
院
を

検
索
で
き
ま
す
。
禁
煙
外
来
を
上
手
に
活
用

し
、
自
分
の
た
め
、
家
族
や
周
囲
の
人
の
た

め
に
も
卒
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
有
害
物
質
や
発
が
ん

物
質
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
む
有
害
物
質
は
、
動
脈
硬
化

を
促
進
さ
せ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
命

に
関
わ
る
病
気
の
ほ
か
、
肺
が
ん
に
限
ら
ず

多
く
の
が
ん
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
認

知
症
の
リ
ス
ク
を
２
～
３
倍
も
高
め
、
要
介

護
状
態
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
分
か
っ
て
い

ま
す
。
た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

◇タバコの煙に含まれる三大有害物質◇

ニ コ チ ン：血管の収縮や、血中コレステロールの増
加を招く。

一酸化炭素：血液中のヘモグロビンの酸素を運ぶ能力
を低下させ、身体の各組織が酸欠状態に
なる。

タ　ー　ル：多くの発がん性物質を含む。がんの発生
を促進、またその発育の速度を早めさせ
る。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
～
11
時

　
　
　
　
　
５
月　
10
・
17
・
24
・
31
日

■
対
象
者　
町
民

（
★
５
月
10
日
は
75
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
管
理
栄
養
士
が
食
事
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
自
宅
訪
問

も
可
能
で
す
。
ご
予
約
く
だ
さ
い
。）

■
内　
容　
保
健
師
等
が
健
康
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
健
診
結
果
の
説
明
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定
、
イ
ン

ボ
デ
ィ
（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の

体
重
測
定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

子
育
て
・
健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な

ど
様
々
な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

保健・福祉だより 保健福祉課
℡ ４８９‐９９６０

日本禁煙学会 HP
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公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
の
更
改
作
業
の

た
め
、
左
記
日
程
で
電
子
証
明
書
等
に
関
す

る
業
務
が
停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
停
止
日
】

　
５
月
１
日
（
月
）
・
２
日
（
火
）
終
日

【
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の

　
更
新

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
の
初

　
期
化

・
転
居
等
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

券
面
事
項
の
更
新　
等

問　
住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
２
０

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
紀
美
野
史
発
見

部
会
が
発
行
し
た
歴
史
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ぶ

ら
り
・
き
み
の
歴
史
た
び
」
に
掲
載
さ
れ
た

施
設
を
巡
り
ま
す
。

第
１
回
の
今
回
は
、
弘
法
大
師
が
置
き
忘

れ
た
旅
笠
が
大
き
な
岩
と
な
っ
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
る
生
石
高
原
の
「
笠
石
」
周
辺
や
生

石
神
社
を
歩
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
５
月
21
日
（
日
）
９
時
30
分
～

　
　
　
　
正
午
頃
（
受
付
は
９
時
15
分
～
）

　
　
　
　
※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
集
合　
生
石
高
原
駐
車
場

■
定
員　
20
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　
300
円　
※
当
日
集
金

（
保
険
料
含
む
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶
付
）

■
服
装　
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
、
帽
子

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
雨
具
等

■
申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
・
電
話

■
申
込
締
切　
５
月
16
日
（
火
）
17
時

■
主
催　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
紀
美
野
史
発
見
部
会

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

（　
）
内
は
旧
職
で
す
。

【
課
長
級
】

次
長
（
警
防
課
長
事
務
取
扱
）
・
消
防
署
長

兼
務

　
井
川　
豊
一
（
次
長
・
消
防
署
長
兼
務
）

【
主
幹
級
】

副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長

　
岡
裏　
崇
（
副
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課

長
）

【
課
長
補
佐
級
】

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
髙
田　
智
子
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

税
務
課
長
補
佐

　
新
家　
直
樹
（
水
道
課
長
補
佐
）

水
道
課
長
補
佐

　
竹
本　
芳
樹
（
税
務
課
長
補
佐
）

庶
務
課
企
画
員
兼
警
防
課
企
画
員

　
谷
垣
内　
英
雄
（
庶
務
課
企
画
員
）

警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
１
課
長
補
佐

前
部
屋　
裕
康
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防

第
３
課
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
２
課
長
補
佐

松
江　
充
博
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第

１
課
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
３
課
長
補
佐

　
丸
尾　
浩
司
（
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第

２
課
長
補
佐
）

庶
務
課
長
補
佐

　
堂
西　
一
男
（
庶
務
課
係
長
）

予
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
１
課
長
補
佐

　
中
家　
拓
哉
（
予
防
課
係
長
兼
警
防
第
１

課
係
長
）

予
防
課
長
補
佐

西
田　
光
徳
（
予
防
課
係
長
兼
警
防
第
２

課
係
長
）

【
退
職
】

住
民
室
係
長　
　
　
　
　
　
前
岡　
明
子

保
健
福
祉
課
係
長
（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏　
恵
里
子

企
画
管
財
課
係
長　
　
　
　
橋
本　
光
史

教
育
課
主
査　
　
　
　
　
　
田
伏　
悠

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事　
　
梅
本　
侑
実

消
防
署
副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
尾　
嘉
紀

消
防
本
部
予
防
課
長　
　
　
中
島　
克
浩

消
防
署
警
防
第
２
課
課
員　
田
村　
真
弥
斗

お
詫
び

広
報
き
み
の
令
和
５
年
４
月
号
10

ペ
ー
ジ
「
母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
募
集
に
つ
い
て
」
の
申
し
込

み
先
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
誤
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誤　
℡ 

４
８
７
‐
２
８
７
７

　
正　
℡ 

４
８
９
‐
２
８
７
７

「
ぶ
ら
り
・
き
み
の
歴
史
た
び
」

第
１
回
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
一
時
停
止

の
お
知
ら
せ

申込フォーム

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
１
）

広　告
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箱
わ
な
や
く
く
り
わ
な
は
農
地
周
辺
や
里

山
に
仕
掛
け
て
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣

が
か
か
っ
た
わ
な
を
発
見
し
た
場
合
も
危
険

で
す
の
で
、
近
づ
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
令
和
４
年
度
の
有
害
捕
獲
実
績
】

・
実
施
期
間　
令
和
４
年
１
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
月
28
日

　
・
イ
ノ
シ
シ　
【
３
３
３
頭
】

　
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
【
２
８
７
頭
】

　
・
ア
ラ
イ
グ
マ
【
１
３
０
匹
】

　
・
ア
ナ
グ
マ　
【
１
５
６
匹
】

　
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
【
33
匹
】

　
・
タ
ヌ
キ　
　
【
24
匹
】

問　
産
業
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

■
対
象
者　
昭
和
37
年
～
昭
和
53
年
度
生
ま

れ
の
男
性（
今
年
度
45
～
61
歳
に
な
る
方
）

こ
の
世
代
の
男
性
は
、
過
去
に
公
費
で
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、

他
の
世
代
に
比
べ
抗
体
保
有
率
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
期
間
限
定
で
無
料
の

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
令
和
元
年
度
、
令
和
２
年

令
和
５
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
税

額
決
定
通
知
書
を
左
記
日
程
で
発
送
す
る
予

定
で
す
。

■
給
与
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
の
天
引
き
）

　
５
月
15
日
（
月
）
発
送
予
定

■
普
通
徴
収
（
給
与
特
別
徴
収
以
外
）

　
６
月
15
日
（
木
）
発
送
予
定　

令
和
5
年
度
（
令
和
4
年
中
の
所
得
）
の

証
明
書
は
発
送
予
定
日
以
降
に
発
行
が
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問　
税
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
0
５

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
紀

美
野
町
猟
友
会
が
紀
美
野
町
全
域
で
有
害
鳥

獣
捕
獲
許
可
期
間
内
に
捕
獲
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

度
に
、
対
象
者
へ
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
未
接
種
の
方
は
有
効
期
限
に
か
か

わ
ら
ず
令
和
７
年
２
月
末
ま
で
、
お
手
持
ち

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。

■
な
ぜ
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
必
要
？

妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染
す
る

と
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓

に
障
害
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。

■
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
や
転
入

さ
れ
た
方
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問　
保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

３
月
10
日
に
紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
主
催
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、
若

者
、
大
学
生
、
高
校
生
の
総
勢
13
人
が
参
加

し
、
紀
美
野
町
の
課
題
や
未
来
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
目
は
「
長
期
総
合
計
画
を
学
ぶ
」

と
題
し
、
役
場
担
当
部
署
の
方
を
お
招
き

し
、
第
２
次
紀
美
野
町
長
期
総
合
計
画
（
後

期
計
画
）
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

会
議
で
は
、
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

率
は
？
」
「
計
画
の
中
の
目
標
指
標
の
決
め

方
は
？
」
「
子
育
て
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
ど
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」
「
時
代

の
変
化
は
速
く
、
５
年
見
直
し
で
対
応
で
き

る
の
か
？
」
な
ど
、
疑
問
点
が
出
さ
れ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
計
画
が
作
成
さ
れ
た
の
か
学

ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
以
降
も
自
由
に
意
見
を
出
し
、
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ

第
３
回
み
ら
い
創
造
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

令
和
５
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税

の
税
額
決
定
通
知
書
の
発
送
の
お
知

ら
せ
及
び
所
得
課
税
証
明
書
の
発
行

に
つ
い
て

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
定
期

予
防
接
種
（
第
５
期
追
加
的
対
策
）
の

期
間
延
長
に
つ
い
て
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奨学金返還助成事業のご案内

奨学金を返還しながら働く若ものの経済的負担を軽減し、町内への定住を促すため、奨学金返還額の一部
を助成します。
■事業のポイント

・大学等を卒業して奨学金を返還されている方のうち、支給要件を満たす方に対し、年間最大18万円を助
成します。

・助成金の交付を受けるためには、町への申請（認定申請及び交付申請）が必要です。
■助成金額

町内で就業又は起業している場合：上限18万円（補助率10/10）
町外で就業又は起業している場合：上限９万円（補助率1/2）
■認定申請期間

令和６年１月10日（水）まで
※対象となる奨学金、対象者の支給要件、申請手続き等の詳細については、町ホームページをご確認ください。

問　まちづくり課
　　℡ ４９５‐３４６２

木造住宅耐震診断・改修（設計・工事）
ブロック塀撤去のご案内
■木造住宅耐震診断

平成12年5月以前に建築された木造住宅について、耐震診断を無料で受ける事ができます。
※木造住宅の建築年数が不明という方でもお気軽にお問い合わせください。

■耐震補強設計と改修工事補助金
上記木造住宅耐震診断を行った後に基準を満たす場合、最大116万６千円を補助いたします。
※この補助金は、耐震改修（設計・工事）を行う場合のみ適用される補助金です。

■ブロック塀撤去（改善）補助金
⑴ブロック塀撤去のみ：１ｍにつき5,000円を補助いたします。（最大10万円）
⑵ブロック塀撤去及び新設（フェンス）：１ｍにつき7,500円を補助いたします。（最大15万円）
※この補助金は、道路等に面しているブロック塀が対象となります。

【対象者】 紀美野町にお住まいの方・これから住むことを考えている方

問　総務課　
　　℡ ４８９‐５９１２

紀美野町会計年度任用職員の募集について

下記のとおり会計年度任用職員の募集をしています。

募集職種 勤務場所 募集人数 応募資格 募集期間 問い合わせ先

事務補助員
野上小学校

及び
役場教育課

１人 パソコン操作（エクセル、
ワード等）ができること。 ５月31日（水）まで 教育課

℡ 489‐5910

■会計年度任用職員から常勤職員への切り替えはありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
■勤務時間　午前８時30分～午後５時　　午前８時30分～午後０時30分は野上小学校で勤務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分～午後５時は役場教育課で勤務
■任用予定期間　令和５年８月18日～令和６年３月31日
■その他、詳しい情報はHPをご覧ください。
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令和５年度
定住促進補助金制度について

～令和５年４月１日から、制度が新しくなりました！～
<変更点>

・住宅のリフォームが補助の対象となりました。
・住宅の購入、増改築及びリフォームの補助対象経費の制限を緩和しました。
　（旧制度：250万円以上　新制度：50万円以上）
・新婚、子育て世帯への補助金額の加算項目を設けました。

【条件】
・申請者が50歳未満であること（費用負担は申請者本人または申請者の配偶者であること）
・５年以上継続して居住すること
・各種税金の未納がないこと
・玄関、居室、便所、風呂及び台所を備えた居住用の部分の面積が50㎡以上あること

【補助の対象となる要件】
・住宅の新築（ただし、費用が250万円以上の場合に限る）
・住宅の購入、増改築及びリフォーム（ただし、費用が50万円以上の場合に限る）
・住宅建築用の土地の購入（土地の購入のみの場合は補助不可）

【補助金額】　　　　　　　　　　　　
住宅　５万～60万円　　　　　 　　　
土地　最大50万円　
※各種要件によって異なります。

【補助件数】
先着順（予定金額に到達次第終了）

※必要書類の説明や要件の確認を行うため申請をご希望の場合は、必ず事前に企画管財課までご相談いただ
きますようお願いいたします。

※紀美野町移住推進空き家リノベーション補助金の交付を受けられた移住者の方については、当補助金の活
用はできません。

「令和５年度紀美野町農業経営支援事業」
募集の訂正について

広報きみの４月号にて周知させていただきましたこの事業について、一部記事に誤りがございました。訂
正させていただきます。

誤：【募集期限】令和６年11月30日
正：【募集期限】令和５年11月30日

問　企画管財課
　　℡ ４８９‐５９１３

問　産業課
　　℡ ４８９‐５９０１
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令和５年度 区長さん決まる
地区のまとめ役として、また町のパイプ役として色々とお世話していただく令和５年度の区長さんが決まり
ましたのでお知らせします。（敬称略）

地 区 名 区　長　氏　名 地 区 名 区　長　氏　名 地 区 名 区　長　氏　名
下 佐 々 若　林　　　豊 福 田 中　家　　　覚 菅 沢 横　出　好　央
吉 見 田　伏　啓　治 神野市場　１ 芝　滝　太　一 田 浴　畑　勝　美
海 南 鋼 管 佐賀野　幹　生 神野市場　２ 松　本　隆　信 谷 前　畑　　　壽
動 木 楠　木　殖　啓 神野市場　３ 辻　井　　　清 中 西　　　俊　行
緑 ヶ 丘 西　谷　博　明 神野市場　４ 福　嶋　英　孝 滝 ノ 川 東　平　秀　子

平 津　田　修　吾 野 中 津　本　勝　美 毛 原 下 中　谷　康　弘
小 畑 西　岡　秀　育 安 井 空　山　繁　伸　 小 西 温　井　久　喜
希 望 ヶ 丘 川　端　隆　弘 南 畑 尾　浴　健　弘 毛 原 中 馬　引　章　裕
柴 目 都合田　政　次 箕 六 下垣鳴海　康純 毛 原 宮 弓　庭　啓　二
長 谷 東　　　悦　隆 樋 下 丸　山　豊　人 毛 原 上 炭　家　弘　佳
か し こ 池 丸　畑　明　彦 永 谷 西　浦　理　員 長 谷 宮 西　　　敏　明
吉 野 森　田　敏　明 上 ケ 井 横　山　健　司 井 堰 神　谷　幹　夫
福 井 奥　谷　正　則 三 尾 川 上　中　安　広 蓑 垣 内 芝　　　待　雄
中 田 中　野　　　充 大 角 中　西　　　望 真 国 宮 古　岩　朗　永
梅 本 西　原　宏　洋 津 川 宇　城　栄　治 蓑 津 呂 宮　西　幸　次
奥 佐 々 垣　内　英　弥 明 添 本　田　泰　男 花 野 原 中　原　和　也
坂 本 當　六　久　計 鎌 滝 伊　瀬　廣奈夫 初 生 谷 坂　　　　　直
松 瀬 藤　垣　成　行 赤 木 新　家　光　雄 北 野 岩　本　介　伸
釜 滝 安　平　憲　裕 高 畑 坎　　　須美江 円 明 寺 向　　　幸　男
西 野 下野尻　哲　也 桂 瀬 仲　　　淑　介 勝 谷 粉　川　雅　道
東 野 山　本　賀　昭 今 西 大　西　　　健 四 郷 西　浦　　　勝
国 木 原 前　野　忠　弘 松 ケ 峯 永　田　幸　喜

ご存知ですか？　
あなたの地域の民生委員・児童委員

５月12日 「民生委員・児童委員の日」    ５月12日～18日 「活動強化週間」
町内には厚生労働大臣から委嘱された 52 人の民生委員・児童委員（うち３人は主任児童委員）がおり、「誰もが『笑顔』で『安

全』に、そして『安心』して生活することができる地域づくり」のために活動しています。
自らも地域住民の一員として、担当地区において、安否確認や見守り、声かけなどを行っています。
また、様々な相談にも応じ、必要な支援が受けられるよう地域の専門機関と連携して活動しています。　

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：令和７年11月30日まで
地 区 氏 名 電 話 番 号 地 区 氏 名 電 話 番 号 地 区 氏 名 電 話 番 号
下 佐 々 中谷　　泰和 489-2635 福 井 𡧃惠　　育代 489-3190 赤木・高畑・桂瀬 東　　　榮子 495-3274
下 佐 々 山口　　　純 489-3668 梅 本 前陸路　好彦 489-2934 今西 ･ 松ケ峯 ･ 菅沢 大西　　順美 498-0237
下 佐 々 穗谷　　喜美 489-2496 中田・奥佐々 西浦　　佳典 489-4039 田 中谷　のり子 498-0257
下 佐 々 井上　　　章 489-3994 坂 本 田尻　　昭人 489-5699 谷 東　　　洋子 498-0214
下佐々（海南鋼管） 菱田　　恭志 489-4776 東 野 溝上　　孝和 489-2871 中　・滝ノ川 古梅　　恭好 498-0118
下佐 （々吉見） 志場　　和子 489-2702 西 野 赤阪　　友里 489-5039 毛原下・小 西 助野　　利治 499-0154
動 木（ 平 ） 池上　由喜生 489-4741 釜 滝 伊南　　慈久 489-2830 毛原中・毛原宮 梅本　由紀子 499-0271
動 木 今出　惠美子 489-2213 松 瀬 山本　登志夫 494-5252 毛原宮・毛原上 木元　　敦子 499-0126
動 木 東　　　篤美 489-2020 国 木 原 前野　　忠弘 489-4307 毛原上・長谷宮 上東　　敏男 499-0048
動木（緑ヶ丘） 小松　　晴功 489-5309 福 　 田 恩地　　弘子 495-2192 井　堰・蓑垣内 西脇　　康夫 497-0550
小畑（希望ヶ丘） 栗谷　　佳秀 489-4718 福　田・永　谷 谷口　　善規 495-3363 真国宮・蓑津呂 森谷　　運佳 497-0218
小 畑 黒土　　芳子 489-2113 神野市場１・２ 井岡　三惠子 495-2036 花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 岩本　惠美子 497-0207
小 畑 宮阪　　　学 489-2764 神野市場３・４ 東　　　始見 495-3328 円明寺・勝谷・四郷 藤井　　秀夫 497-0245
小 畑 西田　　和宏 489-4076 野中・安井・南畑 芝﨑　　一惠 495-2787
柴 目 上田　　正弘 489-3351 箕　六・樋　下 丸山　　豊人 495-2015 主任児童委員
長 谷 西浦　　充生 489-3071 上ケ井・三尾川 西山　　泰隆 495-2824

町 内 全 域
南  　　智子 489-2963

吉 野 小田　　　茂 489-3678 大　角・津　川 椎山　　秀樹 495-2842 田伏  　嘉子 489-4512
吉 野 中西　　献祐 489-2068 明　添・鎌　滝 中部屋　清子 495-2865 神谷  　紀子 497-0221

問　紀美野町民生委員・児童委員協議会
　　（保健福祉課：℡ ４８９‐９９６０）

問　総務課　℡ ４８９‐５９１２

～お気軽にご相談ください！～
民生委員・児童委員は、日々の暮らしの中で困ったり悩んだりしたことを相談できる相手のひとりです。地域住民の一員

として、皆さんの立場に立って心配ごとや困ったことを解決するお手伝いをします。
　●経済的な悩みを抱えたとき　　　　●心身に障害のある方の福祉に関すること
　●高齢者の福祉に関すること　　　　●児童の福祉や子育て支援に関すること
　その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。
　相談の秘密は必ず守られますのでご安心ください。
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農業農村の景観維持の活動を報告します

紀美野町では、多面的機能支払交付金を活用して地域の共同活動を支援しています。
多面的機能支払交付金とは、農地・農道・水路等の地域資源を守る為の共同活動を支援する国の制度です。
大角地域保全会では、本交付金を活用して、農村景観の維持を図る目的で植栽活動を行いました。
また、東野地域保全会では、本交付金を活用し、良好な農村風景に貢献するため、農閑期を利用して農地

へ景観作物を作付けしました。
　今後も地域全体で、ふるさとの資源や美しい農村風景を守っていく活動を行っていきます。

「食生活改善推進員」会員募集！

　「私たちの健康は、私たちの手で」という合言葉のもとに、私たち食生活改善推進員は、自分の家族のみ
ならず、地域の食生活改善、そしてみんなが元気で長生きできる健康づくりのボランティアとして活動を進
めています。
　現在、紀美野町の会員数は24人です。新たに活動参加いただける仲間を募ります。

■主な活動内容
　・食育アドバイザーとして食育の推進と普及、啓発　　　　　　　

・各年齢層（子どもから高齢者まで）、男性などそ
れぞれのニーズを踏まえた料理教室の開催　　　　　　　　　　　　　　　　

　・料理研究研修会
　・視察研修年１回

■食生活改善推進員になるには
　・養成講座（18時間）の受講
　・日時：８月予定
　　場所：紀美野町総合福祉センター
　・終了後、紀美野町食生活改善推進協議会に入会

問　産業課
　　℡ ４８９‐５９０１

問　保健福祉課
　　《紀美野町食生活改善推進協議会事務局》
　　℡ ４８９‐９９６０
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令和５年度
第１回町民一斉清掃　５月 21 日

子どもから大人まで、地域のみんなで力をあわせ、自分たちの町を自分たちの手で美しくしましょう。
３密を避けるなどの感染防止に留意のうえ実施します。

■【旧野上町地区】
　・８時30分～11時までに中央公民館横（北側駐車場）に搬入してくだ

さい。
　・ごみの分別にご協力ください。
　・当日、公民館横駐車場は運搬車で大変混雑しますので、必ず係員の

指示に従ってください。
　
■【旧美里町地区】
　・午前中に各粗大ごみステーションに出してください。
　・ごみの分別にご協力ください。
　・砂や泥等は、収集できません。

ひきこもりサポート事業「ゲストハウスのぞみ」

ひきこもりで悩んでいませんか？
家族の事、子供の事、自分の事、変えたい今の状態。悩

みのせいで自宅から出られないのではないですか？あなた
のそばには助けがいます。まずはご相談ください。

ゲストハウス「のぞみ」だけでなく、必要に応じて悩み
に関連した機関との連携と支援により相談にこたえられる
体制が作られます。

『何かできるはず』
悩みのほんの少しでも知ることができれば一緒になって

考えて良くなっていけます。
あきらめないで、あなたやご家族のあした（未来）はあ

なた自身が変えられます。
　

■相談・居場所利用　　無料
■開所時間　　月・火・木・金
　　　　　　　10時～16時（水・土・日・祝日・夏期・年末年始はお休み）
　　　　　　　開所日の時間内10時～16時は居場所利用可能
■場　　所　　紀美野町下佐々728番地1
■連 絡 先　　℡ 489‐3344    Fax 489‐3346

問　紀美野町青少年町民会議
　　事務局　教育委員会教育課 ( 青少年センター )　
　　℡ ４８９‐５９０９
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住民基本台帳ネットワークシステム
一時停止のお知らせ

住民基本台帳ネットワークシステムの更新作業のため、住民基本台帳ネットワークシステムを利用した全
てのサービスが、下記日程でご利用いただけません。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願
いいたします。
■停止日

令和５年５月11日（木）終日　本庁・美里支所
■ご利用いただけないサービス
　・マイナンバーカードの交付・更新
　・他市町村の方の住民票の写しの交付
　・マイナンバーカードを利用した転出・転入の特例手続き　等
※窓口での住民票の写し・印鑑証明書・戸籍謄本等の交付や転出・転入等の手続きは通常通りご利用できま

す。

紀美野町消防団第８・９分団統合分団庫新築工事の安全祈願祭
が開催されました

３月11日に福井地内において、紀美野町消防団
第８・９分団統合分団庫新築工事の安全祈願祭が
開催されました。関係者が出席し、工事の安全を
祈願いたしました。

第８・９分団統合分団庫は令和５年７月に完成
予定です。

問　住民課
　　℡ ４８９‐５９２０

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
各種目自衛官の募集について

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 入隊時期 試験会場

海 上 自 衛 隊
航 空 自 衛 隊
技 術 海 上 幹 部
技 術 航 空 幹 部

大卒以上の者で応募資格に定め
られた学科、専攻学科等を卒業
後２年以上の業務経験のある者

～５月19日

６月 19 日

９月下旬以降 受験票
交付時通知

海 上 自 衛 隊
航 空 自 衛 隊
技術海曹・空曹

20 歳以上の者で国家免許資格
取得者 ６月16日

問　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
　　有田募集案内所
　　℡ ０７３７- ８２- ６６３１

自衛隊 HP



142023. ５

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489‐5915　青少年センター：℡ 489‐5909　　■文化センター：℡ 495‐9055
■中央公民館：℡ 489‐2877　　■小川地区公民館：℡ 489‐4511　■志賀野地区公民館：℡ 489‐5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495‐3127　　■みさと天文台：℡ 498‐0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489‐5368

内　　容：１回目基礎から清書・２回目応用から清書
　　　　　３回目メッセージカード作り
日　　時：６月２日（金）・16日（金）・30日（金）
　　　　　19時から20時30分
場　　所：中央公民館　視聴覚室
参加人数：10人（中学生以上）　
　　　　　※連続3回参加可能で、初めて己書講座を受講される方
持 ち 物：濃墨と薄墨の筆ペン　　
　　　　　※公民館で購入の場合は筆代900円（税込）
募集期間：５月８日（月）から定数になり次第締切
講　　師：日本己書道場　公認師範　伊南紀世子 氏　　
申 込 み：中央公民館　℡ 489‐2877

日　　時：６月１日（木）
場　　所：小川小学校体育館
開　　式：13時30分　受付は13時から
内　　容：国歌・校歌斉唱、式辞、祝辞、児童作文発表
記念講演：14時30分(開始予定)　
　　　　　【演題】『さぁ、つなごう　小川の郷を未来へ!!』　
　　　　　【講師】西原宏洋 氏(小川地区公民館長)

ぜひ一般の方もご出席ください。座席等準備の都合がありますので、出席を希望される方は
５月15日（月）までに右記のコードまたは本校ホームページより申込をお願いします。

希望者多数の場合は先着順とし、入場を制限させていただく場合がございます。
問 合 せ：小川小学校　℡ 489‐2402

３月18日、県ゲートゴルフ協会の最後の大会が農村総合センター体育室で開催されました。27人が参加
し、あいにくの雨模様で室内での開催となりましたが、最終大会全15ホールで打数を競い合い、大いに盛り
上がりました。

結果は次のとおりです。（敬称略、括弧内は打数）
■男性の部
　優　勝　　南條　俊樹（67打）毛原宮
　準優勝　　谷口　忠博（80打）和歌山市
　第３位　　前川　定司（83打）神野市場
■女性の部
　優　勝　　中　　時子（84打）　永谷
　準優勝　　南條　幸子（99打）　毛原宮
　第３位　　岩﨑　美穂（107打）　和歌山市

紀美野町立小川小学校創立150周年　記念式典

中央公民館　己書（おのれしょ）体験講座

和歌山県ゲートゴルフ協会お別れゲートゴルフ大会　大会結果
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　４年ぶりの開催です。お茶席もあります。展示や芸能でゆったりとした時間をすごしてみませんか。
日　　時：６月11日(日)
場　　所：中央公民館
展　　示：９時から16時　きみの幸工房陶芸倶楽部・洋画クラブ・紀美野写真クラブ
ふれあいステージ：13時から　美里大正琴クラブ・野上吟詩会・紀美野舞踊クラブ
茶　　席：10時から15時　宗純会　※お茶代100円で和菓子がなくなり次第終了です。
体験コーナー：紀美野写真クラブ（10時から16時）
※文化協会の会員募集‼
　あなたも楽しい活動に参加して、
　友達の輪を広めませんか。
（年会費１人　1,000円）
問 合 せ：中央公民館　℡ 489‐2877

（大会概要）
海南市、紀美野町内の９中学校各代表生徒による「少年メッセージ2023」海草地方大会を、下記のとお

り開催します。本大会は、少年メッセージ和歌山県大会の予選として開催しており、生徒たちの発表にも
力が入り、大変有意義な大会となっています。

趣旨：次代を担う青少年が、日々生き生きと生活し、心身共に健やかな成長をなし得ることは、地域の
すべての人々の願いです。そこで、中学生による意見発表の場を設け、少年たちが「今、何を考え、どう
生きようとしているか」などを発表し、青少年に対する正しい理解と信頼を深め、併せて、郷土の未来を
背負う若い世代の健全な育成を図ることを目的とします。

日時：令和５年６月17日（土）14時から（生徒による発表は、14時30分頃から開始する予定です。）
場所：海南市民交流センター（海南市下津町下津500-1 ℡ 073‐492‐4490）
主催：海草地方青少年育成推進員等連絡協議会
協賛（予定）：海南市青少年育成市民会議、紀美野町青少年育成町民会議、海草地方子ども会連絡会、海南

東  ロータリークラブ、海南ライオンズクラブ、下津ライオンズクラブ
後援（予定）：海南市教育委員会、紀美野町教育委員会、公益社団法人和歌山県青少年育成協会

（平成 31 年４月の様子）

第18回　紀美野町文化協会展

「少年メッセージ２０２３」海草地方大会
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「
小
さ
い
コ
ト
が
気
に
な
り
ま
す
」　　
　
益
田
ミ
リ　
著

「
素
肌
と
心
が
整
う
発
酵
食
レ
シ
ピ
」　　
　
　
ち
こ　
著

「
10
代
の
た
め
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
整
え
方
」　 
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】  

「
生
き
方
」                       　
　
　
　

 

稲
盛
和
夫　
著

「
こ
こ
が
終
の
住
処
か
も
ね
」            　
　
久
田
恵　
著

「
メ
ン
タ
ル
を
強
く
す
る
食
習
慣
」      　
　
飯
塚
浩　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】  

「
80
歳
の
壁
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
秀
樹　
著

「
あ
な
た
の
牛
を
追
い
な
さ
い
」
枡
野
俊
明
・
松
重
豊　
著

「
お
う
ち
性
教
育
は
じ
め
ま
す
」　　
　
フ
ク
チ
マ
ミ　
著

「
中
学
生
の
お
う
ち
ノ
ー
ト
術
」　　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
か
え
っ
て
こ
れ
な
い
、
ま
ほ
う
の
で
ん
し
ゃ
」　
児
童
書

■
い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

【
４
０
０
冊
】
井
岡　
真
太
朗
（
野
上
中
１
年
生
）※

敬
称
略

■
中
央
公
民
館　
５
月

３
日　
休
み

10
日　
押
し
花
し
お
り
作
り

17
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

24
日　
地
図
パ
ズ
ル
を
し
よ
う

31
日　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

■
「
洋
画
ク
ラ
ブ
」
の
絵
画
（
５
月
７
日
～
７
月
末
ま
で
）

■
「
小
川
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」
の
新
作

■
「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」
の
作
品　
　
　
　
　

※
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」
は
、
28
年
間

に
わ
た
っ
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
や
介
護
施
設
の
方
に
人

形
劇
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
読
み
聞

か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
と
し
て
、
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示
（
中
央
公
民
館　
２
階
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　

- 

図
書
室
だ
よ
り - 
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瞬花秀闘～更なる高みを目指して～

智辯学園和歌山高等学校陸上部　
静川陽向さん全国大会出場！

ー 美里中学校 ー

天文台がリニューアルオープンして早２年が経とうとしています。リニューアル初年度である令和３年は
まだまだ新型コロナウイルス感染症の影響もあり、多くのお客様に来ていただくことが出来ませんでした。
昨年度はそのような影響も少なくなり、賑わいも戻りだした年となりました。令和４年度の来館者数は全体
で6,556人、内星空ツアーの参加者が3,132人(全体の52％)と完全予約制であるにもかかわらず多くの方々に
来ていただくことが出
来ました。

本年度はより一層多
くの方にお越しいただ
けるよう、様々な楽し
める工夫を行っていく
ので期待してお待ちく
ださい。

令和５年度生徒会のスローガンは「瞬花秀闘～更なる高みを目指して～」。
一年（春夏秋冬）を通じ、「よりよい美里中学校にするために

高い意識を持って一人ひとりの個性を花のように咲かせていきた
い」という生徒会執行部の思いが表現されています。

今年の生徒会は、昨年度の２月から３月にトルコ・シリア地震
救援金募金活動を行い、日本赤十字社に寄付するなど、意欲的に
活動しています。

新しいスローガンの下、今年度はどんな美里中学校が花開くの
か楽しみです。

智辯学園和歌山高等学校陸上部の静川陽向さんが第73回
全国高等学校駅伝競走大会に和歌山県を代表し、第６区走
者として出場されました。

令和４年度の来館者統計 ー 研究員　硲間拓郎 ー
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住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
後
、
住
警
器
と

い
う
）
は
、
平
成
18
年
に
新
築
住
宅
を
対
象

に
設
置
の
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

住
警
器
の
寿
命
で
あ
る
10
年
以
上
（
新
築
で

は
16
年
、
既
存
住
宅
で
は
11
年
）
が
経
過
し

て
お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
電
池
切
れ
や
故

障
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

全
国
で
発
生
し
た
火
災
が
原
因
に
よ
る
死

者
数
、
焼
損
床
面
積
及
び
損
害
額
を
み
る

と
、
住
警
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
設

置
し
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
死
者
数
と
焼

損
床
面
積
は
半
減
、
損
害
額
は
約
４
割
減
少

し
て
お
り
、
火
災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
や

損
失
の
拡
大
リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

◆
取
付
位
置

基
本
的
に
は
寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部(

１
階
の
階
段
は
除
く)

に
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
火
災
を
感
知
し
た
場
合
、
他
の
部

屋
に
設
置
し
た
感
知
器
も
連
動
し
て
警
報
を

発
す
る
連
動
型
住
警
器
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

◆
点
検
方
法

・
住
警
器
に
つ
い
て
い
る
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
、
ま
た
は
点
検
ひ
も
を
引
っ
張
る
な

ど
、
定
期
的
に
作
動
の
確
認
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

・
埃
や
汚
れ
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
乾
い

た
布
な
ど
で
お
手
入
れ
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
不
適
正
な
訪
問
販
売
に
注
意

消
防
職
員
を
よ
そ
お
っ
て
販
売
し
た
り
、

必
要
な
性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
製
品
を
高

価
な
価
格
で
販
売
す
る
行
為
等
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

消
防
職
員
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
６
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　
５
月
18
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　
警
防
課

　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２

心
筋
梗
塞
と
は
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
（
血

液
が
固
ま
っ
た
も
の
）
に
よ
り
、
心
臓
へ
栄

養
や
酸
素
を
送
っ
て
い
る
血
管
が
詰
ま
り
、

心
臓
へ
の
血
流
が
不
足
し
た
結
果
、
心
筋
の

一
部
が
死
ん
で
し
ま
い
機
能
し
な
く
な
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。

症
状
は
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛

み
、
み
ぞ
お
ち
付
近
や
左
肩
、
奥
歯
な
ど
の

痛
み
で
す
。
ま
た
、
動
悸
や
息
苦
し
さ
も
症

状
の
１
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
や
痛
み
が

治
ま
ら
な
い
と
き
は
、
心
臓
が
苦
し
く
な
っ

て
い
る
サ
イ
ン
な
の
で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
か
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。３月の消防の動き

●火災発生件数…２件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 24 （1） ０ （0） 24 （1）

一 般 負 傷 10 （0） ０ （0） 10 （0）

交 通 事 故 １ （0） ０ （0） 　 １ （0） 　

そ の 他 ４ （1） ０ （0） ４ （1）

合 計 39 （2） ０ （0） 39 （2）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ
な
ぐ
未
来
」

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

６
月
４
日(

日)

で
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

救
急
コ
ー
ナ
ー　
「
心
筋
梗
塞
」
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紀美野町の人口（　）内は前月比 総人口　8,057人（－12）［男3,747人（－６） 女4,310人（－６）］
世帯数　4,074世帯（+４）　面積　128.34㎢【令和５年３月末現在】

３月の人口の動き（令和５年３月１日～31日）　転入31人　　転出31人　　出生２人　　死亡14人

特設人権相談所を開設します
次の日程のとおり特設人権相談所を開設します。
紀美野町の人権擁護委員が無料で相談をお受けします。秘密は厳守されます。電話でもお受けしますので、
お気軽にご相談ください。
　■日時　６月１日（木）　　　　　　　■場所　紀美野町役場本庁１C会議室　
　　　　　10時～15時まで　　　　　　　　　　　℡ 489‐5903
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域資源総合開発センター（役場美里支所横）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 495‐3463

問　住民課
　　℡ ４８９‐５９０３

行事・相談のお知らせ行事・相談のお知らせ行事・相談のお知らせ行事・相談のお知らせ行事・相談のお知らせ
行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先 ( ０７３)

移動町長室 19日（金） 美里支所 住民室
総務課

495 － 3471
489 － 5912

行政相談 18日（木）
13時～15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 － 5912
495 － 3471

障害者巡回相談　　  17日（水）
10時～11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センター AOI
障害者相談支援事業所らん

489 － 2908
483 － 0454
488 － 6314

こども園開放

10日（水）・24日（水）
10時～11時 きみのこども園 きみのこども園 489 － 2144

17日（水）
10時～11時 こうのこども園 こうのこども園 495 － 2049

「野いちごの会」による
絵本の読み聞かせ　 ８日（月）10時30分～ 子育て支援センター

※育児相談は、希
望 さ れ る 方 法

（ 来 所・ 電 話・
訪問）にてお受
けしています。

子育て支援センター

※絵本の読み聞かせ、
各種教室は、新型コ
ロナウイルス感染症
の拡大状況により、
中止になることがあ
ります。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 － 6700

コアラ教室
（生後 1 年 6 か月～入園まで）

９日（火）・26日（金）
９時30分～11時30分

カンガルー教室
（生後 3 か月～ 1 年 6 か月まで）

18日（木）
９時30分～11時

クッキング教室 16日（火）10時～12時

育児相談 随　時

一時預かり保育　 毎週月曜日・木曜日
10時～15時

犬・猫の飼い方講習会 14日（日）・24日（水）・28日（日）
11時～ 動物愛護センター 動物愛護センター 489 － 6500

クリニック（健康診断書発行）
８日（月）・22日（月）
９時30分～10時30分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 － 0600

性感染症検査・肝炎ウィルス検査

検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 10日（水）・25日（木）
13時30分～

骨髄バンクドナー登録検査 ８日（月）・22日（月）
10時30分～11時30分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制 ：問い合わせ先まで予約してください。

予約制

予約制

５月
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小川公衆便所が完成
小川公衆便所が完成し、３月 28 日に町、町議会、地元の関

係者により、竣工式が行われました。
完成した公衆便所は、木造平屋建て、延べ床面積約 16 ㎡で

男子トイレ、女子トイレ、みんなのトイレを備えています。
観光看板や、登山看板も設置され、生石高原玄関口のリニュー

アルとなりました。

お子さんの成長を「広報きみの」に
　　　　　　　　掲載しませんか？

広報きみのに掲載するお子さんの写真を募集します。対象は広報誌の発行月に誕生日を迎える町内の満１
～３歳のお子さんで、毎月、10 日頃までの申請で翌月号への掲載が可能です。

例）６月生まれのお子さんの写真を６月号に掲載する場合、５月 10 日までにお送りください。
掲載する内容は、
●写真　●氏名　●生年月　●応募者からのメッセージ　

です。
カラーでの掲載を予定しています。メッセージは、どんど

ん成長していくお子さんに伝えたいことや、写真を撮った際
のエピソードなど何でも構いません。

上記の申込フォームから必要事項をご入力の上、お申し込
みください。

注意）掲載スペースの都合等により掲載を見送らせていた
だく場合があります。

問　産業課
　　℡ ４８９‐５９０１

問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

⃝⃝　⃝⃝ちゃん
⃝年⃝月生

⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝
⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝

⃝⃝　⃝⃝ちゃん
⃝年⃝月生

⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝
⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝⃝

申込フォーム

広　告


